
統計ニュース
〈報道各紙掲載記事より抜粋〉

《国内・国際》
人口減 過去最大２０万人1/1

２０１１年の日本人の出生数から死亡者数を引いた「自然増減数」はマイナス２０万４千人で、過去最大の

減少となる見込みであることが３１日、厚生労働省の「人口動態統計の年間推計」で分かった。生まれた赤ち

、 。ゃんは２０１０年(確定数)より１万４千人少ない１０５万７千人 死亡者数は６万４千人多い１２６万１千人

出生数は戦後に統計を取り始めた１９４７年以降で最少、死亡者数は最多。２００７年以降５年連続の人口減

で２０１０年の約１２万５千人減から１．５倍以上の減となる。

新成人 １２２万人（ピーク１９７０年の半数を割る）1/1
２０１２年１月１日現在で２０歳の新成人は１２２万人で、第１次ベビーブーム世代による新成人のピーク

に当たる１９７０年(２４６万人)の半数を初めて下回ったことが３１日、総務省の人口推計で分かった。辰年

生まれの年男は４９６万人、年女は５２６人で計１０２２万人。新成人は男性６２万人、女性６０万人。新成

人の人口は２０１１年から２万人減少し、５年連続で過去最少を更新した。

生活保護世帯 １５０万世帯に1/20
厚生労働省は１９日、全国で生活保護を受給している世帯が昨年１０月時点で１５０万２３２０世帯に上が

り、過去最多を更新したと発表した。前月比４９９１世帯の増加だった。受給者数も前月比６０２８人増で２

。 、 。０７万１９２４人となった 昨年７月時点で６０年ぶりに最多を更新して以降 過去最多の更新が続いている

世帯類型別の内訳では、最も多いのは「高齢者世帯」６３万５３６７世帯、続いて「傷病者世帯」３２万１７

１２世帯。次いで働ける年齢層を含む「その他世帯」が２５万４８４１世帯だった。

２０６０年 人口 高齢者が４割1/30
厚生労働省の国立社会保障・人口問題研究所は３０日、２０６０年までの日本の将来推計人口を公表した。

２０１０年に１億２８０６万人だった日本の総人口は２０４８年に１０億人を割り、２０６０年には今より３

割減の８６７４万人になると予測している。人口に占める６５歳以上の割合(高齢化率)は４割に達し、超高齢

化の進行に歯止めは掛かりそうにない。

《県内》
昨年の県内交通死 最少の７４人1/6

２０１１年の県内の交通事故死者数が７４人で、統計の残る１９５１年以降最少だったことが分かった。県
警は２０１０年から「はみ出し危険」などと表示するセンサー式の電光掲示板を県内７市に設置。昨年４月に
は、事故の直前速度を下げる対策として、タクシーなどに制限速度でただ、６５歳以上の高齢者の交通事故死
者数は昨年より２人増えて４３人となった。また、高齢ドライバーによる死者数も４人増の２０人となった。
県警は「信号機の新設や、戸別訪問による交通安全指導の強化などで、高齢者が絡む事故を減らしたい」とし
ている。

県内１１０番 ３年ぶりに減1/10
１月１０日は「１１０番の日」昨年の山口県内の１１０番受理件数は９万５３４８件(前年比２２３４件減)

と３年ぶりに減少したことが、県警通信司令課のまとめで分かった。事件事故が減ったほか、緊急時以外の通

報の減少が主な要因とみられる。同課によると、昨年の１１０番受理件数は１日平均２６１．５件。通報内容

は、交通事故や違反車両の発見など交通関係が３３％、刑法犯の通報は３％ 「部屋にツバメが入ってきた」。

などの緊急ではない相談や要望は３万３８３件と全体の３分の１を占めるが、前年に比べ２４８件減った。一

、 、 、方で 受理件数には含まれない無言電話やいたずら電話などの１１０番通報は ３万７０５４件と前年に比べ

４０５４件も増えた。

新卒者 就職内定率 なお低迷1/25
山口労働局は２４日、今年３月の新卒者の就職内定率(昨年１２月現在)を発表した。大学生の就職内定率は

６３．３％で前年同期を１．７ポイント下回り、この時期では過去５年間で２００９年度に次いで低かった。
男女別では、男子が６１．９％で前年同期に比べ０．４ポイント増えたが、女子は６４．９％で同３．９ポイ
ント低下した。同労働局は、厳しい就職環境に対する学生の理解が不十分で、希望する職種と、企業の求人内
容のミスマッチで内定に結びつかないケースが多く、特に女子学生が苦戦しているという。一方、高校生の就
職内定率は、８５．５％で前年同期比０．９ポイント増。県内企業の求人数は２８４２社と５．１％増えてい
るが、県外企業の求人数は、東日本大震災の影響などで１４３９社(同３４．７％減)と少なく、依然として厳
しい状況に変わりない。


